サークル学習会のお知らせ　【セクシュアリティ１２４号を読み合う会　第３回】
実践　青年たちの「ふれあいの欲求」にどう応えるか？
岡野さえ子さん
日時：８月２７日（木）　１９：３０～２１：００　オンライン開催
「セクシュアリティ１２４号を読み合う会」の第３回は、岡野さえ子さんの実践を、ご本人のお話をお聞きしながら語り合います。ぜひ、皆さんご参加ください。
【岡野さんからのコメント】
　高等部卒業後の学びの場での「ふれあい」を中心に据えた取り組みで、青年たちはどう変わっていったのか？１２４号でレポートした実践の“その後”も含めてお話ししたいと思います。
※サークル会員限定の学習会です。学習会の申し込みは必要ありませんが、サークル会員以外の方で参加をご希望の方は、サークルに入会してご参加ください。
※サークル会員の皆様には、ぜぶらるの会員一斉送信メールにて、ZOOMのURLをお知らせいたします。ぜぶらるに登録されていないサークル会員の方は、メールでお問い合わせください。（shougai.seikyouiku@gmail.com）
※「季刊セクシュアリティ１２４号（発行　エイデル研究所）は、「障害児・者のセクシュアリティ最前線」の特集号で、サークル会員の実践が数多く掲載されています。１２４号をお持ちでない方は、この機会にぜひご購入いただきますようお願いします。
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セクシュアリティ１２４号を読み合う会　第２回参加者の感想より（抜粋）
· 寺部さんの、「あなたはどう思う？」という言い方、素敵だなぁと思いました。
私もそんな風にこれから聞いて行きたいと思いました。
· 女性のセルププレジャーの正しい方法、挿入があるパターンも含め、学んだ経験がほとんどなかったと思いました。
· 子どもたちの「自分のからだは自分のもの」という感覚の少なさは、私も常日頃から感じています。口では「自分のからだは自分のもの」と言うけど、家族には何をされてもいいという認識の子が少なからずいます…。だからこそ、心や体について、正しい知識を伝えていくことの必要性を、今日のお話を聞いてより実感しました。
· 寺部さんの「しあわせになってほしいと思いながら向き合っていきたい」という部分は伝える側として大切にしていきたいです。
· 乳幼児期から20歳過ぎの現在まで、一人の人間にかかわっていくことの重さと深さに触れて、貴重な機会でした。特に、ご本人が乖離などの複雑な面をもっていることを知り、「性」に関しての行動は彼女の一面であり、全体を受け止める必要がある、そこにまさに寺部さんが寄り添っていると思いました。
· 女の子の自慰行為は重要です。この子の今後の人生も多分色々あることでしょう。私たちの性教育サークルは障害児の人生を育てることになることでしょう。

